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株式会社林原生物化学研究所

日立マクセル株式会社

三菱化学メディア株式会社

株式会社　東芝

ＨＤ　ＤＶＤ－Ｒディスクの量産技術の確立について

～新色素材料の開発により追記型ＤＶＤの製造ラインの流用が可能～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日立マクセル株式会社、三菱化学メディア株式会社は、株式会社林原生物化学研究所、三菱化学メディア株式会社、株式会社　東芝の３社で共同開発した有機色素材料を採用することで、次世代ＤＶＤ規格である「ＨＤ ＤＶＤ」の一回限りの記録が可能な記録型メディア（１層１５ＧＢ）（以下　ＨＤ ＤＶＤ－Ｒディスク）の量産試作に成功し、今後の量産化の目処をつけました。

　日立マクセル株式会社、三菱化学メディア株式会社は、株式会社東芝などが発売を予定しているＨＤ　ＤＶＤレコーダーや記録型ＨＤ　ＤＶＤドライブ搭載ＰＣの市場投入にあわせて、来春にＨＤ　ＤＶＤ－Ｒディスクを発売する予定です。

現行のＤＶＤ－Ｒ（一回限りの記録が可能な記録メディア）においては、記録層に有機色素が使われていますが、記録用の次世代光ディスクにおいては、青紫色レーザーの短波長に対する感度と再生耐用性を確保する色素がなかったため、一回限りの記録が可能な記録メディアの製造、量産技術は確立されていませんでした。

今回、株式会社林原生物化学研究所、三菱化学メディア株式会社、株式会社　東芝は共同で新たな有機色素材料を開発し、ＨＤ ＤＶＤ－Ｒディスクにおいて実用耐性があることを確認しました。さらに、日立マクセル株式会社及び社三菱化学メディア株式会社は、現行のＤＶＤ－Ｒの製造ラインで新色素材料を使用し、ＨＤ ＤＶＤ－Ｒディスク（１層１５ＧＢ）の試験量産に成功しました。

なお、今回開発したＨＤ ＤＶＤ－Ｒディスクは、現行ＤＶＤや既に発表しているＨＤ　

ＤＶＤの再生専用（ＲＯＭ）ディスクと同じく、０.６mmディスクの２枚貼り合わせ構造を採用しており、今回の色素材料を使用することなどにより現行ＤＶＤ－Ｒ設備を有効に活用することが可能となります。

　背景と狙い　

　

現行の記録型ＤＶＤ市場では、追記型ＤＶＤであるＤＶＤ－Ｒが市場の８割を占めています。また、今後の次世代ＤＶＤにおいてもこの傾向は変わらないと思われ、ＨＤ　ＤＶＤ－Ｒの量産技術の確立は、次世代ＤＶＤ市場の拡大に大きく寄与すると考えられます。

一方、現在のＤＶＤレコーダー、ＡＶパソコンにおいては、多くのユーザーはＨＤＤに長時間記録し、ライブラリーとして記録するという使い方が主流で、今後もこうした使い方が定着すると思われます。

このような中、ＨＤ ＤＶＤ－Ｒディスク（１層１５ＧＢ）の量産技術を確立することで、次世代ＤＶＤであるＨＤ　ＤＶＤの市場浸透を図っていきます。

　主な特長　

１．新色素材料の特長

今回、株式会社林原生物化学研究所、三菱化学メディア株式会社、株式会社東芝は共同で新たな有機色素材料を開発し、次世代ＤＶＤ規格である「ＨＤ ＤＶＤ」に対応した一回限りの記録が可能な記録型メディア（ＨＤ ＤＶＤ－Ｒディスク）において実用耐性があることを確認しました。

新色素の主な特長は、有機溶剤で溶解することができ、ディスク製造時に現行ＤＶＤ－Ｒ

と同様にスピン・コート法で平易にディスク（基板）上に色素記録層を成膜できること、青紫色レーザーで高感度な記録ができること、再生耐用性などディスクとしての実用上十分な耐久性を確保していることです。
資料に関する報道機関からのお問い合わせ先：

株式会社林原生物化学研究所　広報企画グループ 　　　ＴＥＬ ０８６－２２４－４３１５

日立マクセル株式会社　　　　経営戦略室　 　　　　　ＴＥＬ ０３－３５１５－８２８３

三菱化学メディア株式会社　ＣＥＯオフィス 広報担当　ＴＥＬ ０３－５４８４－３９２５

株式会社　東芝　　　　　　　広報室　広報担当　　　 ＴＥＬ ０３－３４５７－２１００

以　上
